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1. はじめに

 舞踊人類学 Dance Anthropology または Anthro-

pology of dance lの典型的な研究対象 としては, 
これまでは非ヨーロッパ社会, 非工業化社会ある

いは非文字社会における舞踊を取 り扱 うことが多

かった。 しかし, 今 日のアメリカ合衆国(以 下ア

メリカ)で はこのような社会の相違による舞踊研

究ではなく, 舞踊 という研究対象そのものを人類

学的に考察すべ きだという考 え方から, クラシッ

クバレエ(Kealiinohomorm, 1983)や コンタク ト

インプロビゼーション(Novack, 1990)な ども

研究対象にな り, あるいはカルチュラル ・スタ

ディーズに代表 されるような新 しい研究ともかか

わって舞踊に関する研究が展開されている。

 舞踊人類学 よりも古い言葉である民族舞踊学は, 

アメリカの研究者が, 舞踊の文化変容について考

える研究分野であった。 したがって, アメリカに

おける民族舞踊学 とは, 民族音楽学 と同じように

アメリカの先住民や移民集団や非ヨーロッパ社会

の舞踊に関する研究, あるいは民俗学 と同じよう

に伝統的な農村社会 と新 しい都市社会における舞

踊の比較研究であった。いっぽう, ヨーロッパに

おける民族舞踊学 Ethnochoreology は, 民俗学 と音

楽学の分野から出発 したため, 研究者は自国の伝

統に関する研究から始まり, 今日では移民集団と

都市の現代舞踊の研究を含むものに広がってきて

いる(Youngerman, 1998)。 このように欧米 に

おける舞踊人類学と民族舞踊学という言葉は, 意

味する内容が微妙 に異なっている。 しか し, ここ

では広義の意味で両者 とも舞踊人類学ととらえ, 

原稿枚数に制限があるため, 対象としては, アメ

リカとヨーロッパの研究者(あ るいはそれに準ず

る人)が 行った研究に限定し, (1)草創期, (2)確立

期, (3)展開期 と歴史的に研究の動向を探 りつつ, 

重要と思われる文献菰を紹介 したい。

2. 草創期の舞踊人類学

 草創期 とは, 具体的には19世紀後半から第2次

世界大戦 くらいまでを想定 している。初期の人類

学的舞踊の記述は, アジアやアフリカに行った旅

行者や探検家, キリス ト教の伝道者, アフリカの

奴隷貿易商人など, アマチュアの人々が, ヨー
ロッパの舞踊を基準にしつつ, 各地のさまざまな

舞踊を 「野蛮」や 「未開」な社会における 「プリ

ミティブ」な舞踊 として記述 している。これは, 

アマチュアだけにとどまらず, イギ リス人類学の

創始者の一人であるF. B. タイラー-Tylorも, 文明

社会と 「プリミティブ」な社会 との対比によって

舞踊 を検討 している。 タイラーは, ダーウィニズ

ムの洗礼 を受け当時全盛であったスペンサーの進

化論に基づき, 現実にある文明の違いは発展段階

の差による もの と考え, さまざまな文化 をヨー

ロッパ文化 にどの くらい近いのか, つま り進化の

段階はどの程度かを考える進化論者であった。こ

うした流れの中で舞踊を中心テーマにした数少な

い書物 として, L. グローブGroveが1895年 に著 し

た 『ダンシング』がある。 (バ ドミン トンライブ

ラリー遡の中の一巻。 写真1, 2, 3参 照)。 リ

リーは, スコットランド, フランス, イタリア, 

中国, 日本など世界各国の舞踊を対象に記述して
いるが, 第3章 では, 野蛮人の舞踊 としてイロコ

イ族やブラジル, あるいはエチオピアなどをとり

あげ, 宗教的な要素が強い舞踊 として描いている。

こうした例外 もあるが, その当時の舞踊研究は, 

その社会を知るための研究手段 として取 り上げら

れることが多かった。

 20世紀初頭になると, アメリカ人類学の父フラ
ンツ ・ボアス Franz Boas に導かれた人類学者が, 

舞踊が儀礼の中で重要な位置をしめているアメリ

カ先住民の社会について研究 を行 った。ボアスは, 

それまでの進化論的なヒエラルキーの中に単一の

存在であった文化を, 複数の並列的な文化 として

とらえる, つまり文化相対主義の立場にたった見

方をした。 ボアスの関心からは文化 とパーソナリ

ティの研究が展開され, アメリカ先住民の踊 りを

ディオニ ッソス型 とアポロン型にわけて論 じた

R. F. ベネディクト Benedict などの研究に引 き継が

れてい く。またイギリス人類学の創始者であるラ

ドクリフ=ブ ラウン Radcliffb-Brown は, インド洋

のアンダマン島の舞踊は, 踊ることによって解放

感を味わい, 自分の価値観を高めるなどと検討 し

ている。 この研究の特徴は, 舞踊を美的な側面だ

けではなく, 社会的有用性に関しても評価 してい

ることがあげられる。そして, その社会とは, 社

会全体の相互連関や統合性 を問題 にするという, 
つまり静態的にみる立場で考えられている。社会

のとらえ方には, この静態的立場 と社会の全体的

な変動や歴史的発展をダイナミックにとらえると

いう動態的立場がある。静態的な立場では, 社会

や文化の動態をとらえることができないという欠

陥がある。社会動態の立場にたった舞踊人類学研

究は, 70年代後半まで待たなければならない。

 一方, ドイツでは, 文化圏理論の影響下にあり

ながら1933年 クル ト ・ザックスCurt Sachsが 『世

界舞踊史』 を著している。文化圏説 とは, 文化の

歴史的伝播は, 1つ の文化現象あるいは文化要素

とみるのではなく, 各社の文化要素が相関的に結

合 しているもので, この一群の文化要素の分布領

-119-



域を指 している。ザックスの研究はグローバルな

規模で舞踊を分析 しているのは評価できるが, 考

え方が西洋中心的であること, タイトルで示され

た世界の舞踊 を網羅 しておらず, しかも系統的で

ないことから, 今 日では専門書 としては限界があ

る。 また, 舞踊人類学の最 も古い博士論文の1つ

に, 1937年 コネチ カ ッ トの イエー ル大学 の

W. フェン トンFentonに よる 『セネカイーグルダ

ンス ・儀式におけるパ-ソ ナリティ研究』があげ

られる。

3. 確立期の舞踊人類学

確立期 とは, 具体的には第2次 世界大戦後から

70年代 くらいをさしている。 この区分はあ くまで

も目安であ り, 必ず しも明確 に区切られるもので

はない。未開社会の研究として始まった人類学は,

大戦後その研究対象が拡大 されてい く。アメリカ

では, 中米社会や未開と文明の中間領域 としての

民俗社会や農村社会の研究がよりいっそう行われ,

イギリスでは, 植民地であるアフリカの部族社会

の機構構造主義的研究やアフリカの都市社会の研

究が開始された。そして人類学 を専攻 した研究者

によって, 舞踊人類学が本格的に研究 されるよう

になってい く。50年代から60年代にかけての文化

人類学は, アメリカ主導のかたちで集大成 されつ
つあった。1960年, アメリカの舞踊人類学のパイ

オニアであるG. P. クーラスKurathが, 「ダンス

エスノロジーのパノラマ」 とい う論文を発表 した。

舞踊人類学研究の国際動向を初めて概観 したこの

論文は, 舞踊人類学の研究には欠かすことがで き

ない。 そこで, 内容をかいつまんで説明 したい。

論文は大 きく3項 目か らなっている:(1)舞 踊学と

人類学における共通の課題…社会的関係(個 と集

団, 男性 と女性の役割, 儀式的 ・経済的組織等),

舞踊にかかわる課題(文 化変容, 文化の連続性,

文化伝播の問題), 関連諸科学との検討(心 理学,

言語学, 考古学, 音楽学)な ど(2)舞 踊分析の手

順…分析のためのレコーデ ィング法 とラバノー

テーションやその他の記譜法によるスタイル分析

など (3)研究の実際…レコ-デ ィングのためのテ

クニ ック, 舞踊人類学者の トレーニ ング法,

ティームワークの重要性など。

 クーラスの研究テーマは, 文化の伝播や文化変

容などがあげられ, 前述したボアスの影響が読み

取れる。クーラスは, アメリカの舞踊人類学に大

きく貢献 したことから 「民族舞踊学の母」 とも称

されている (Kealiinohomoku, 1998: 77)。 クー

ラス以後, 多 くの研究者が人類学を専攻 し, 論文

を発表 してい く。例えば, A. L. ケプラーKaeppler

は, トンガの舞踊を対象に47の動 きを言語学の分

析法とラバノーテーションを用いて分析 し, 1967

年ハワイ大学で 『トンガ舞踊の構造』で博士号を取

得 している。J. W. ケアリノホモク Kealiinohomoku

は, 1976年 『アフリカとアフロアメリカの身体運

動の構造連関における舞踊比較』では, グラフ

ノーテーション(ラ バノーテーションを改善 した

記譜法)を 用いてアフリカ(ナ イジェリア)と ア

写真1 L. グロ-ブ 著 『ダンシング』

写真2 250部 限定版 の うちの1冊(コ ピー番号37)

写真3 本文に掲載 されたアメリカ先住民によるスカルプダンス

(立命館大 学 岡尾 恵市教授 所蔵 金井淳 二教授撮 影)
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フロアメリカの舞踊を比較 し, 同年インディアナ

大学に博士論文 『人類学研究の理論 と方法』を提

出している。博士論文では, 人間の行動 としての

舞踊は, 生物学的心理学的枠組の中で, しかも文

化的に変化するものとして研究されなければなら

ず, 人間の行動を決定するのはバイオリズムが一

も重要であること, そして比較の方法 としては共

時的と通時的比較があり, 比較内容 としては舞踊, 

ジェスチャー, 音楽, 言葉の4点 にかんする共通

点と相違点 を明確 にするなどが報告 されているiv。

J. L. ハンナHannaは, カリフォルニア大学 ロサン

ゼルス校で人類学を学び, 1976年 コロンビア大学

でナイジェリアのウバカラのダンス ・ドラマを対

象にした博士論文を提出 し, 展開期で述べる画期

的な書物である 『舞踊は人間の本質につながる』

を著 した。コロンビア大学といえば, ボアスの系

譜を想起させるが, ボアスにはない新 しい観点か

ら舞踊をとらえている。 また, A. P. ロイスRoyce

は, 1977年 『舞踊の人類学』を著 した。そこでは, 

対象とされる社会があまりに限定的であり, 先行

研究の重要な概念の記述が不明確ではあるものの, 

舞踊人類学を体系的にまとめた入門書として評価

できる。

 その他特筆すべき研究に, A. ローマックスLomax

と1. バーティニエフBartenieffが行った舞踊計量学

Choreometricsプ ロジェク トがある。 これは, ザッ

クスが行った地域研究の延長線上にあるが, より

精密でシステマティックな地域研究と位置付ける

ことができる。 プロジェクトでは, 経済的 ・社会

的にみて対照的な世界 を代表するアメリカ先住民, 

オース トラリア, アフリカなど7地 域 を抽出し, 

その社会 ・文化で踊 られている舞踊 と日常動作 を

撮影 した200の 映像フィルムをもとに分析 を行っ

た。舞踊の動 きは, 日常動作の中でよくみ られる

パターンを様式化 したものであり, 舞踊 と労働は

集団の組織化 と相互作用を写 し出しているとされ

る。このプロジェク トの問題点 としては, 文化を

代表 しうるサンプルをどのように抽出するのかが

指摘できる。 しか し, 分析手順を明確 にしながら

世界的な規模で舞踊の比較研究をしていることは

評価 される。

 いっぽう, ヨーロッパの人類学, とりわけイギ

リスでは, 植民地を対象に研究がすすめられた。

例えば, ナイジェリアのイフェ大学で教鞭 をとっ

ていたP. ハーバーHarPer(1969, 70, 72)は, ナ

イジェリアの舞踊を対象に日常動作や舞踊の特性

を詳細に分析 しながら, 舞踊の機能主義的意味に

ついて検討 している。ハーバーは, 70年代後半イ

ギリスへ帰国するが, その後ナイジェリア人研究

者F. アジャイAjayeが, 研究を引 き継ぎ発展 させ

ている(Aj aye&遠 藤保子, 1983)。

 特に, 70年代以降, イギリスの舞踊研究者は社

会科学者 と協力 してセミナーや研究会を開催 して
いる。例えば, 1979年 ロンドン大学オリエン ト・

アフリカ研究所で学際的セミナーが開催 され, 後

述するP. スペンサーSpencer『社会 と舞踊』(1985)

という著作に結びつ き, 1982年 には, 社会学 ・人

類学に関する初めてのイギ リス舞踊学会が開催 さ

れた。 イギ リスの舞踊人類学 は, 音楽者である

J. ブラッキ ングBlackingに よって確立されたとい

われる(Grau, 1993)。 ブラッキングによれば, 

舞踊人類学では, (1)通文化的に舞踊の本質を理解

することとボディムーブメントから舞踊学を発展

させること, (2)舞踊の象徴性 と非言語 コミュニ

ケーションに関する研究を行 うことが重要である

と指摘 している。

 さて, ドイツの特筆すべき収集 ・研究 としては, 

1952年 科学映画による百科事典的な集大成をめざ

した科学研究 ・大学教材用映像資料の国際収集運

動, エンサイクロペディア ・シネマ トグラフィカ

がある。 これは, 映像でなければ説明が困難な事

象や急速に消滅する危険性のあるものに関 して生

物学, 民族学, 人間行動関係の基礎的映像 を制作
・収集 し, 映像 と付属論文をあわせて公開するも

のである。H. ギュンターGuntherは, その映像 を

もとにアフリカの舞踊の分析を行い, アフリカの

舞踊特性 としてポリセ ントリックとマルチプリ

ケーション, それを可能にする身体の技術 として

のアイソレーションをあげている。この研究は, 

より実証的であること, ジャズダンスとのかかわ

りを検討するのに有効である。

 さらに, ハンガリーとエチオピア政府の要請に

よって調査 ・研究 を行 ったハ ンガリーの研究者

T. バダセVadasyは, エチオピアの舞踊 と音楽 を

初めてシステマティックに映像化 し, それをもと

にエチオピアの舞踊特性を分析 ・記述 している。

この研究は, ギュンター と同じようにエ ンサイク

ロペディアシネマ トグラフィカの延長線上にある

と考えられる。

4. 展開期の舞踊人類学

 展開期とは, 具体的には70年代以降現在までを

さしている。 この時期は, ポス ト構造主義といわ

れ, アメリカのC. ギアーツGeertzの解釈人類学, 

イギリスのV. ターナーTumerの 儀礼研究など新 し

い考え方が展開されている。ギアーツは, 調査活

動の前提 となる 「客観性」を問題にし, 調査者の

主観や調査者 と調査地の人々の相関関係など, 可

変的な要素を考慮 し, 社会の理解に有意義である

と認めた特定の象徴群の意味理解に専念するとい

う解釈学的な人類学を主張した。ギアーツの 「厚

い記述」を参考に, D. スクラーSklarは, メキシ

コの祭 りを事例としながら舞踊民族誌について論

じている。
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 ターナーは, 中央アフリカでのフィール ドワー

クなどから 『儀礼の過程一構造 と反構造一』を著

した。反構造 というのは, 構造のアンチテーゼで

静態的な社会観 を超え ようとする概念である。

ターナーは, ファン ・ヘネップの通過儀礼の3段

階区分vを 踏まえて第2段 階の周辺あるいは境界

状況にみられる人間の相互関係に着 目し, それを

コムニタスと称 した。コムニタスとは, 身分秩序

や性別, 階級組織 など構造の次元を超えたある

いは捨てた反構造の次元における自由と平等な人

間相互の関係である。そして, 社会 とはひとつの

事象ではなく構造とコムニタス という段階を伴 う

弁証法的過程であるとした。前述 したハ ンナは, 

ターナーの立場から舞踊を分析 している。ハ ンナ

は, ナイジェリアのウバカラの舞踊に表現されて

いる5つ の世界観の原則を検討 し, 次にこの世界

観におけるパラドックスを照らし合わせ, ウバカ

ラの舞踊は, このパラドックスを解消 し, 男性対

女性などの相対立する関係の, 微妙なバランスを

維持するのに役立つと論 じている。ハンナの研究

の新 しさは, 舞踊は社会における対立するものを

表現するととらえる点にある。ハンナは, ウバカ

ラの世界観はダイナミックなプロセスとしてとら

えたターナーの社会的世界観 と一致するとし, そ

れまでの静態的な社会ではな く, 動態的な社会の

中での舞踊を考察したのである。 この意味におい

て, ハンナは, 舞踊人類学の新たな展開に寄与し

たと考えられるvi。また前述 したスペンサーは, 

コムニタスの反構造の考 え方 を援用 しなが ら, 

『社会と舞踊』でカタルシスとしての舞踊, 社会

機能としての舞踊, 儀礼 ドラマとしての舞踊など

の7項 目から考察 した。それによると, 踊ること

によって構造化 された日常から解放 され, 境界領

域 をつ くるが, 結果的にはそれまでの階級組織に

従わせる役 目を果たしているという。

 また, J. A. グレイGrayの 『ダンスリサーチiv
1900-1990』v近 の中に収録 された, 舞踊人類学関

係の博士論文の提出時期で特徴的なことは, 確立

期で言及 したように70年代中頃(75年 に4件, 76

年 に5件)に1つ のピー一ク, さらに80年 代後半

(86年に5件, 87年 に4件, 88年 に9件, 89年 に

6件)に2つ めのピークを描いていることである。

その中には, 冒頭でも述べたように, C. J. ノバ ック

Novack著 である, 参与観察, 歴史的研究, 人類

学的解釈などをベースに研究された 『舞踊を分か

ちあうこと-コ ンタクトインプロビゼーションと

アメリカ文化一』など伝統的な人類学の対象だけ

ではなく, しか も学際的な研究も含まれている。

アメリカでは, カルチュラル ・スタディズの視点

から舞踊が考察されている。1970年 代以降注目さ

れだ したカルチュラル ・スタディズは, 単なる文

化研究ではなく, 芸術や文学などの狭義の文化領

域 とともに生活様式などの広義の文化領域も扱い, 

最近ではジャンダーやエスニシティなどの領域 も

扱うなど, 広範な文化領域を取 り扱っている。が, 

共 通 して い る の は, 文 化 を権 力 と社 会 と

のかかわ りでとらえることである(佐藤毅, 1997)。

例えば, S. マニングMamingが, 男性のまなざし

によって女性のダンスがいかに規制されるかを論

じた 『女性の舞踊家 と男性のまなざし』など興味

深い論が展開されている。

5. おわりに

 最後に, つい最近出版された文献を2, 3紹 介

したい。D. ウィリアムWilliamsは, 1997年と2000年

に2巻 にわたって, 大学院生あるいは学部の3, 4

年生を対象にこれまでに報告された舞踊人類学に

関するさまざまな興味深い文献 を寄せ集めた本

『人類学 とヒューマンムーブメン ト』, 1999年

T. J. バ ック ラン ドBucklandは, 文化 人類学 の

フィール ドワークの客観性が問題になっていると

いう今日的状況をふまえて, フィール ドワークの

理論, 方法論的アプローチ, 政治と倫理を問題に

した 『フィール ドにおける舞踊-理 論, 方法, ダ

ンスエスノグラフィー一一』, さらには, 2000年

F. A. ソロモ ンSalamoneが 舞踊だけではな く生活

そのものを問題 にし, 子供の遊びや舞踊, 祭 り, 

スポーツ, ジャズやラップまで検討した 『社会, 

文化, レジャー&プ レイ-人 類学的文献一』を出

版 している。

 以上のように, 舞踊人類学は, 文化人類学ある
いは社会人類学の研究動向とある側面で連動 しな

がら, 舞踊 とは何かを, グローバルにそして学際

的に研究されてきたといっても過言ではないだろ

う。将来的には, 研究がよりいっそう学際的にな

るだろうし, マルチメディア時代に対応 したコン

テンツ開発が今までにもまして必要になるだろう

と考えられる。
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i 舞踊人 類学 とい う言葉 が使 われだ したのが, アメ リカ合衆

国におけ る舞踊 の研 究者, 例えば, Kealiinohomoku, Royce,

Kaeppler, Hannaな どが, 人類学の理論 を本格 的に学び, 1970

年代 にはそれ まで表現 されていた民族舞踊 学 Dance ethnology

よ り舞踊人類学 とい った ほうが, よ り適切 だったか らである

(Quigley, 1998)〇

ii 石福 恒雄が, 1982年 「舞踊の人類学一展望 と試論-」 『舞

踊 学』第5号pp. 40-41で す でに基本的 な文献 を提示 してい

るため, ここではあ ま り重複 しない ように配慮 した。 さ らに,

アフ リカ に関す る舞 踊人類学の研 究動向は遠藤保子1989『 舞

踊学 」第12号pp. 44-46 アフ リカで もナ イジェ リア に限定

した場合 の研 究動 向は遠藤保子1985『 舞踊 学』第8号pp. 52

-53, アジ ア舞 踊の研 究動 向(東 南 ア ジア)に 関 しては,

 宮尾慈良1992『 舞踊学』第14号pp. 20-21を 参照。

iii バ ドミン トンの名称 は, イングラン ド南西部の地名 か らと

られ, その地 に住 んでいた ボー フォー ト公爵 とアル フ レッ ド

・ワ トソ ンに よって, 1880年 代か ら1900年 代 にかけ て編集 さ

れ た。 それぞれ の巻 には専門の執筆家 と挿絵 画家 を配置す る

とい う当時 と しては画期 的な方法が とられた。

iv 詳細は, 遠藤保子1986『 舞踊学』第9号p. 25参 照。

v フ ァン ・ヘ ネップは, 通過儀礼 の3段 階 として, 分離一周

辺一再統 合あ るい は境界 以前一境界状況-境 界 以後 と区分 し

ている。

vi ハ ンナのTo Dance is Human に関 しては, 舞踊 とジェンダー

とい う視点 か ら考察 している研究: 石黒節子他(1995) 「舞

踊 とジェ ンダーに関す る研 究」 『舞踊学』 第18号pp. 45-46

もある。

哺 アメリカにおける舞踊学 に関す る博士論文の提 出は, 1930

年代 頃か ら徐 々に多 くな り, 60年 代か ら70年 代 にかけて急上

昇 し, そ の後80年 代 にか けても増 えつづ けてい る。博士論 文

が多 く提出 されて いる大学 と しては,: NYU, TWU, UW-M,

Columbia, UNC, Ohio な どの順 にな り, ス タイル別 でい うと

バ レエ, モ ダン, フォー ク, ジャズなどとなっている。
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平成11年 度 舞踊学関係修士論文題目-覧

(以上, 平成12年11月30日 までにご回答いただいた該当論文を掲載いたしました。)
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